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2009年3月期は、世界中のあらゆる産業と企業にとって、大変厳しい1年となりました。
そのような中でも、ウシオグループは競争力のある商品群と、緊急のコスト削減対策により
利益を確保しながら、同時に将来の事業を見据えたさまざまな施策を展開しています。

社長メッセージ

世界同時不況の中、各利益項目で黒字を確保
　株主の皆さまには、日頃より格別のご支援、ご鞭撻を賜り、厚く御

礼申し上げます。

　当期は、2008年9月の米国大手証券会社リーマン・ブラザーズの

破たんをきっかけに世界的な金融危機が実体経済に波及し、先進国ば

かりでなくこれまで旺盛な成長力を見せていた新興国においても、急

激な需要の収縮が起こりました。この世界同時不況に加えて円高に

もいっそうの拍車がかかったため、国内では輸出産業を中心にかつて

ない速さで企業業績が悪化し、企業による設備投資の延期や中止、個

人消費の落ち込みが急速に拡大しました。

　当社グループの主要市場である、液晶や半導体などエレクトロニク

ス業界では、ここ数年好況であった反動もあり、景況悪化による最終

製品の市場縮小に伴って、一気に在庫調整、減産へと陥りました。こ

のため、当社のエレクトロニクス向け製造装置およびリプレイスラン

プも大きな影響を受ける結果となりました。

　デジタルシネマ向けなどの大型プロジェクタについては、3D映像

コンテンツの供給が増加したことや、日本、アジア、欧州など米国以

外の国と地域にも急速に普及しはじめていることから、需要が拡大し

ました。また、映画館用以外の大型プロジェクタについても、スポー

ツイベント向けなどが比較的堅調に推移しました。しかし、データプ

ロジェクタは、企業業績の悪化および教育機関における予算削減のあ

おりを受け、初めて販売数量が前期を下回ったと見られており、当社

のデータプロジェクタ向けランプでは減収となりました。

　このような厳しい状況の中、とりわけ第3四半期以降は急激に需要

が減退するという見通しに立ち、従来の開発・生産・販売の効率化お

よび各種施策に加え、緊急対策として役員報酬のカットや設備投資の

見直しをはじめとするさまざまなコスト削減策を講じました。

　これらの結果、当期の業績は、連結売上高1,208億4千6百万円（前

期比18.4％減）、営業利益89億6千3百万円（同55.3％減）、経常利

益99億9千1百万円（同57.2％減）、当期純利益34億8千1百万円（同

77.5％減）となりました。

　なお、配当金につきましては、当期は1株につき20円とさせていた

だき、引き続き安定的な配当に努めてまいります。また、適正株価の

維持および機敏な経営遂行のため、今後も適時自己株式の取得を行

なっていきます。

今後の市場と戦略
　2008年の秋以降、大型テレビ市場が縮小しましたが、2009年4月

には液晶パネルメーカーの稼働率に、回復の兆しが見えはじめまし

た。しかし、半導体業界では、需要に対して供給能力過剰の状況が
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続いており、本格回復までにはもう少し時間がかかるものとみられま

す。また、大型プロジェクタ事業ではリプレイスランプが比較的順調

であったものの、データプロジェクタ市場やOA機器業界でも、引き続

き景気の回復を待たねばならないと予想しています。

　このような情勢下において、当社グループは「中期ビジョン」に掲

げた施策を確実に実行するとともに、これらの重点事業を中心に、研

究開発への投資、事業を支える人材への投資を積極的に行なっていき

ます。また、多様化するマーケットニーズに対応した製品ラインアッ

プの充実、製造コストの低減、品質・生産性の向上に加え、国内外で

の生産拠点・販売拠点とネットワークの拡大強化を図り、世界のマー

ケットへ向けて光源、光学装置および映像装置の拡販、サービス体制

の充実などに努めていきます。

アジアマーケティング統括室、新規開拓室を設置
　2009年4月、当社は、さらなる成長を目指すという決意のもと、こ

れまでの製品別組織を市場別組織に再編成し、同時に新組織を横断

的にカバーする社長直轄のアジアマーケティング統括室と新規開拓室

を設置しました。アジアマーケティング統括室では、成長が見込まれ

る中国などアジア地域での販売・マーケティング活動を行ない、積極

的な事業展開を支援します。また、新規開拓室では、2009年4月ス

中期ビジョン̶2012年に向けて̶

売上高推移

1,481

1,208

1,900

（億円）

2008 2009 2012
（計画）

6. 液晶・半導体・高精細プリント基板分野に貢献する技術・製品の提供
光源と装置の複合技術を活かした取り組みにより、これら業界に必要とさ
れる技術・製品を提供します。

7. 新製品・新分野への積極的取り組みと既存製品の強化
医療分野における血液分析装置や紫外線治療器など、これら新規事業を
さらに展開し、同時に既存製品の競争力をアップしていきます。

営業利益推移

200

89

285

（億円）

2008 2009 2012
（計画）

1. デジタルシネマ事業の着実な展開とノンシネマ事業への取り組み
3Ｄ映画の公開にあわせて、北米のみならず、欧州、アジアでもデジタルシ
ネマが普及すると思われます。また、映画以外の用途（ノンシネマ）の事業
や、メンテナンス・サポートビジネスも拡大していく計画です。

2. 環境を念頭においた事業展開
環境問題のソリューションを事業化していきます。LEDを使用した電球な
ど、環境配慮製品の開発を促進します。

3. 固体光源の事業展開
レーザ、LEDなど、固体光源の事業展開を積極的に進め、ユーザーに多様
な光源を提供していきます。

4. 業務提携、合弁事業、M&Aの積極的推進
従来ウシオグループでは、継続的に業務提携やM&Aを行なってきました
が、新事業を展開し高い成長率を実現するためには、M&Aおよび事業提
携が不可欠と考えており、この時期をむしろ好機ととらえることで、さら
に推進します。

5. 最先端露光事業の開発強化
2008年にウシオの100％子会社となったドイツのエクストリーム社を中
心に、EUV光源の数年後の量産レベルを視野に入れ、積極的な開発を進め
ています。

自己資本利益率 (ROE)推移

9.4

2.3

10%以上

（%）

2008 2009 2012
（計画）

タートの新しい中期ビジョンに基づき、商品開発からM&A、事業提携

まで幅広く新規事業を視野に入れた多様な活動を開始しており、順次

成果が出てくるものと期待しています。

ステークホルダーの皆さまとともに
　当社グループは、企業の社会的責任として、環境問題を重要な経営

課題のひとつととらえ、省エネルギー・省資源、廃棄物削減・リサイク

ル化、環境負荷の低減などに積極的に取り組んでいます。また、あら

ゆるステークホルダーからの信頼に応えるため、コーポレート・ガバ

ナンス、コンプライアンス体制強化による内部統制システムの充実、

リスク管理体制の整備による安定した事業継続にも努めていきます。

　株主の皆さまには、今後とも一層のご理解とご支援を賜ります 

よう、お願い申し上げます。

2009年7月

代表取締役社長・CEO




